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1
高齢者に安心と生きがいを 高

齢
者
向
け
市
営
住
宅

シ
ル
バ
ー
中
金
杉
入
居
開
始

高
齢
化
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
、
松
戸
市

で

初
め
て

作
ら
れ
た
高
齢
者
向
け
市
営
住
宅

「
シ
ル
バ
ー
中
金
杉
」
(単
身
者
向
け
I
D
K
二

十
一
戸
、
夫
婦
世
帯
向
け
二
D
K

九
戸
)
の
入

居
が
、
3
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
中
金
杉
に
は
、
県
内
で
初
め
て
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
相
談
や
緊
急
時
に
対

応
で
き
る
生
活
援
助
員
が
常
住
し
て
い
ま
す
。

設
備
面
で
も
、
安
全
の
た
め
に
床
の
段
差
を

な
く
し
た
り
、
浴
室
や
ト
イ
レ
に
手
す
り
を
付

け
ま
し
た
。

ま
た
、
緊
急
時
に
は
消
防
局
や
生
活
援
助
員

に
通
報
で
き
る
押
し
ボ
タ
ン
を
各
戸
に
設
置
し

て
お
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
配
慮

が
い
つ
ぱ
い
で
す
。

固
住
宅
課

新しい生活が

楽しみです

入居者の

藤田フジさん

周
り
が
静
か
で
、
建
物
も
き

れ
い
で
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

何
か
あ
っ

た
と
き
も
、
す
ぐ
に

連
絡
で
き
る
そ
う
で
す
の
で
安

心
で
す
ね
。

新
し
い
生
活
が
楽
し
み
で
す
。

静かな環境の中に建つ鉄筋3 階建てです。スロープを設けた

り、エレベーターを付けたりして、高齢者が生活しやすいよ

うにつくられています

入居者同士のふれあいのために、集会室(写真)や団らん

室がつくられています

入居者の生活を

応援します

生活援助員

谷 志津さん

入
居
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
、
緊
急
時
の
対
応
ば

か
り
で
な
く
、
趣
味
の
話
か
ら
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
ま

で
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
応
援
し

ま
す
。居室には緊急通報押しボ

タンが設けてあり、消防

局・生活援助員に通報で

きます

安全のために階段、浴室、ト イレに

は手すりが取り付けてあります

わ

た

し

の

夢

佐 藤 祐 花 さん( 古ヶ崎小学校4 年)

テレビのコマーシャルに出ることが夢です。

小さい時に見たコマーシャルが心に残ったの

で、他の人たちにも楽しいコマーシャルを見

てもらえたらいいなと思つたからです。食べ

物や飲み物のコマーシャルに出たいと思いま

す。

ジュースのコマーシャルに出演する祐花さん

市役所の土曜閉

庁

市役所は、一部の施設を除き、毎週土曜日閉庁します。市立病院外来も、毎週土曜日は休みます。



「一票のプライド」価値ある一票
誇りを持って投票しましょう！

3
/
1
4
㈲

千
葉
県
知
事
選
挙

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
千
葉
県

政
を

託
す
大
切
な
選
挙
で

す
。

棄
権
せ
ず
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し

ょ
う
。

投

票
日

時
・

場
所

3
月
1
4日

㈲
午
前
7

時
～
午

後
6
時
、
市
内
九
十
七
ヵ

所
の

投
票
所
で

投
票

で

き

る
人

昭
和
4
8年
3
月
1
5日

ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
4
年
1
1
月
2
1
日

ま
で
に

転
入
届
け
を
出
し
、
引

き
続
き

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

県

内

か
ら

転
入
し

た

人
の

投

票

平
成
4
年
1
1
月
2
2
日
以
降
、

県
内
他
市
区
町
村
か
ら
転
入
の

届
け
出
を
し
た
人
で
、
前
住
所

地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
の
あ

る
人
は
、
市
が
発
行
す
る
「
居

住
証
明
書
」
を

前
住
所
地
の
投

票
所
に
提
示
す
る
と
、
投
票
で

き
ま
す
。

※
県
内
で
の
異
動
は
一
回
限
り

認
め
ら
れ
ま
す

。

不

在

者
投
票

投
票
日
当
日
、
会
社
の
出
張
、

出
産
予
定
、
旅
行
な
ど
で

投
票

で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
間
・
:
3
月
1
3日
出
(
土
・
日

曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
)

ま
で

時
間
…
午
前
8

時
3
0分
~

午

後
5
時
会
場
・
:市
役
所
本
館
二
階
大

会

議
室
(

支
所
で
は
で

き
ま
せ

ん
)持

参
す
る
も
の
…
投
票
所
整

理

券
と
認
め
印

郵

便
投

票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
身
体

に

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

投
票
方
法
・
:投
票
用
紙
と
投

票
用
封
筒
を
請
求
す
る
た
め
の

請
求

書
に
署
名
し

、
郵
便
投
票

証
明

書
と
と
も
に

請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

既
に
郵
便
投
票

証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
事

前
に
お
送
り
し
ま
す
。

請
求
期
限
・・・
3
月
1
0日
困

選

挙
公

報

3
月
1
0日
圉
に
、
次
の
新
聞

に
折
り
込
む
予
定
で
す
。

朝
日
・
産
経
・
千

葉
日
報
・
東

京
・
日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売

各
支
所
、
市
民
セ
ン

タ
ー
に

も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

私たちも子供の未来のために

投票します

″
古
紙
は
貴
重
な
資
源

お
年
玉
作
戦
で
三
百
キ
ロ
の
ハ
ガ
キ
を
回
収

使
用
済
み
の
年
賀
ハ
ガ
キ
な

ど
を
集
め
て
、
資
源
と
し
て
再

利
用
し
よ
う
と
い

う
お
年
玉
作

戦
の

結

果

が
ま
と

ま
り

ま
し

た
。

ハ
ガ
キ
の
よ
う
な
小
さ
な
紙

で

も
再
生
で
き
る
こ
と
を
、
皆

さ
ん
に
分
か
っ
て
い
た
だ
こ

う

と
始
ま
っ
た
こ
の

作
戦
も
、
今

年
で
三
回
目
。
今
回
は
約
三
百

キ
ロ
・
約
十
万
枚
の
ハ
ガ
キ
が

集
ま
り
ま
し

た
。

2
月
1
5日
に
は
抽
選
会
が
開

か
れ
、
小
柴
温
子
さ
ん
ほ
か
四

十
九
人
の
当
選
者
が
決
ま
り

ま

し
た
。
当
選
者
に
は
、
賞
品
(
ク

リ
ン
ク
ル

ち
ゃ
ん
再
生
文
房

具

セ
ッ
ト
)

引
換
券
を
お
送
り
し

ま
す
。
指
定
の
期
間
・
場
所
で

賞
品
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

空

き
缶
自

動
回

収
機

利
用

者

第
一
回
当

選

者

が
決
定

運
動
公
園
武
道
館
前
に
昨
年

1
0月
か
ら
設
置
し
て
い
る
空
き

缶
回
収
機
は
、
空
き
缶
一
個
を

入

れ
る
と
抽
選
補
助
券
一
枚
を

発
行
し
、
補
助
券
三
十
枚
で
抽

選
券
一
枚
と
引
き
換
え
て
い
ま

す
。1

月
3
1日
ま
で
に
発
行
し
た

抽
選
券
(
0
0
0
1
~
0
5
4

古

を
対
象
と
し
て
、
2

月
1
0

日
に
抽
選
会
を
開
き
、
図
書
券

が
当
た
る
五
十
本
の
当
選
番
号

が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
選
番
号
は
空
き
缶
回
収
機

の
側
面
と
、
市
役
所
ご
み
を
減

ら
す
課
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

蠢
ご
み
を
減
ら
す
課

吉井町

小山内 稔さん

再生しやすくするためにも、

紙ごみはしつかり分別しよう

と思いました。再生品はもつ

と利用できたら良いですね。

松戸の魅力を紹介します

3 月14日(日)テレビ放映

まつど四季めぐり

見どころ満載の番組です

常
盤
平
の
「
桜
ま
つ
り
」
や
、

本
土
寺
の
ア
ジ
サ
イ
な
ど
、
松

戸
の
四
季
折
々
の

美
し
さ
や
、

楽
し
い
催
し

を
紹
介
し
た
広
報

ビ
デ
オ
『
ま
つ

ど
四
季
め
ぐ
り
』

を
千
葉
テ
レ

ビ
(
U
H
F
4
6
チ

ャ
ン
ネ
ル
)

で
放
映
し
ま
す
。

放
映
日
時
…
3
月
1
4日
㈲
正

午
か
ら
十
五
分
間

了

月
4
日

収
正
午
か
ら
再
放

送
し
ま
す
一

市
で
は
、
こ
の
作
品
以

外
に

も
広
報
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
を

図
書
館
本
館
・
社
会
教
育
課
・

広
報
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

広
報
課

リ

サ
イ
ク
ル

ペ
ー
パ
ー
フ
ェ

ア
が
、
2
月
1
1
日
か
ら
1
5
日
ま

で

伊
勢
丹
松
戸
店
で
開
か
れ
、

「
再
生
紙
を
も
っ
と
利
用
し
て

」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た

。

リサイクルペーパーフェ

アを開催

広報ビデオ一覧

作 品 名 時間 制作年度

まつど四季めぐり
分
15
平成
4年度

松戸歴史散歩

まつさとを歩く
20

3年度
ふれあい広げた 日・中・韓

中学生バレ ーボール親善大会
15

若獅子が舞う
受け継がれる伝統

15 2年度

はつらつ健康都市まつ
ど

15

元年度

出動/ すぐやる課 20

ビ バ./ お父さん 28
昭和

61年度

平
成
5

年

度
固

定

資
産

課
税

台
帳

の
縦

覧

期
間
3

月
2
2日
㈲
ま
で

玉

・

日
曜
日
を
除
く
)
時
間
午
前

8
時
3
0分
~

午
陂
5

時

会
場

市
役
所
資
産
税
課
税
課

地
目
の
変
換
・
分
台
筆
、
家

屋
の
新
・
増
築
な
ど
新
た
に

課
税
さ
れ
る
物
件
に
つ
い
て
、

評
価
額
な
ど
に
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
4
月
1

日
困
ま
で

に
松
戸
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
の

申
し
出

を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

憇
資
産
税
課
税
課
課
税
係

国

民
健

康

保
険

は
り

・
き

ゅ

う

・

あ
ん
ま

等
施

設
利

用
券

の
申

請
を

対
象
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で

、
満
四
十
五

歳
以
上
の

人
お
よ

び
心
身
障
害
者

圉

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

(
退
職
被
保
険
者
証
)
と
印
鑑
を

持
っ
て

、
各
支
所
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
課
へ

国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付

係都
市

計
画

道

路
の

事
業

認
可

県
で
は
、
松
戸

都
市
計
画
道

路
馬

橋
五

香
六

実

線
の

一
部

(
高
柳
新
田

字
通
小
屋
地
内
)
の

道
路
建
設
の
た
め
、
平
成
4

年

1
2月
1

日
～
9

年
3
月
3
1日

ま

で
の
事
業
認
可
を
取
得
し
ま
し

た
。
醫
千
葉
県
東
葛
飾
都
市
計
画

事

務
所
昔
0
4
7
1
-
6
7
-
1
2

0
1
番
ま
た
街
路
課
用
地
第
一

係

パ

ー
ト

看
護

婦
募

集

対

象
看
護
婦
・
准

看
護
婦
、

五
十

五

歳
ま
で

の

人
若

干

名

業
務
内
容
小
中
学
校
結
核
検
診

の

補
助

題
保
健
体
育
課
保
健
係
昔
6
6
-

7
4
5
9

番

市
内

民
間

保
育

園

職
員

募
集

職
種
保
母
・
調
理
員
・
産
休

代
替
保
母

汰
市
内
の
保
育
園
に
勤
務
し
て

い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

惠
3

月
1
9日

窗
ま
で
に
、
履
歴

書
を
郵
送
で

〒
2
7
1
松
戸
市
上

矢

切

コ

○
一
-
二
つ
ぼ
み

保
育

園
内
松
戸
市
保
育
園
協
議
会
事

務
局
(
昔
6
8
-
7
8
1
1
番
)
へ

町
名
地
番
が
変
わ
り
ま
し
た

2
月
2
7日
か
ら
八
柱
駅
周
辺

土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
と
隣

接
す
る
地
区
の
一
部
の
町
名
地

番
が
、
左
表
の
と
お
り
変
わ
り

ま
し
た
。

※
同
時
に
区
画
整
理
地
区
内
の

登
記
簿
が
閉
鎖
さ
れ
、
一
般

登
記
は
、
換
地
処
分
の
登
記

が
完
了
す
る
ま
で
停
止
さ
れ

ま
し
た
。

日

暮
の
一
部

金
ヶ

作
の一
部

稔
台
の
一
部

変
更

地
区

日
暮

一
丁
目

~
六
丁
目

牧
の
原一
丁
目

稔

台

新

町

名

固
区
画
整
理
課
庶
務
係
・
総
務

部
庶
務
課
町
名
整
備
係



[
{
}
月
定
例
市
議
会
を
開
催
中

平
成
5
年
度
予
算
案
な
ど
3
0件
を
審
議

3
月
定
例
市
議
会
が
、
3
月
4
日
困
か
ら
2
9日
囲
ま

で
二
十
六
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
に
は
、
平
成
4
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
5
年
度
予
算
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
な
ど
三
十
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
て
い
ま
す
。

3

月

定

例

市

議

会

に

上

程

さ

れ

て

い

る

主

な

議

案

は

、

次

の

と

お

り

で

す

。

平

成
4

年

度

補

正

予

算

了

一

般

会

計
(

第

三

回
)

・
:
既

定

の

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

三

十

二

億

五

千

七

百

三

十

七

万

九

千

円

を

追

加

し

、

千

二

百

十

五

億

六

千

百

六

十

四

万

四

千

円

と

し

ま

す

。

特

別

会

計

…

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計
(

第

一

回
)

は

八

億

五

百

七

十

一

万

一

千

円

、

下

水

道

事

業

特

別

会

計
(

第

三

回
)
は
五
千
二
百
十
二
万
八

千
円

、
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
業
特
別
会
計
(

第
一
旦

は
一
千
万
円
、
老
人

保
健
事

業
特
別
会
計
(
第
一
回
)
は
一

億
二
千
八
百
四
十
六
万
七
千

円
を
増
額
し
ま
す
。

》
企
業
会
計
・
:水
道
事
業
会
計

(
第
一
回
)
は
二
千
五
百
五
十

五
万
一
千
円
を
減
額
し

、
病

院
事
業
会
計
(
第
三
回
)
は
七

億
七
千
六
百
九
十
四
万
七
千

円
を
増
額
、
土
地
区
画
整
理

事
業
会
計
(
第
一
回
)
は
六
千

八
百
九
十
七
万
三
千
円
を
減

額
し
ま
す
。

条
例
の
制
定

▽
松
戸
市
議
会
議
員
及
び
松
戸

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
:
公

職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、

選
挙
公
営
の
拡
大
を
図
る
た

め松
戸
市
平
和
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
…
平
和
意
識
の

啓
発
と
高
揚
を
図
る
事
業
の

推
進
に
資
す
る
た
め

▽
松
戸
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
…
保
健
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め

条
例
の
一
部
改
正

▽
松
戸
市
役
所
支
所
設
置
条
例

及
び
松
戸
市
消
防
本
部
及
び

消
防
署
の
設
置
に
関
す
る
条

例
・
・
字
の
区
域
及
び
名
称
の

変
更

に

伴

い

、

所
要

の

改
正

を
す

る

た

め

》
松

戸

市
職

員
定

数

条

例
・
:
業

務
量

の

増

加

に

伴
い

、

職

員

の

定

数
を

変

更

す

る
た

め

マ

松

本

清

奨
学

基

金
に

関
す

る

条

例

…

奨
学

金

の

額
の

引

き

上

げ
を

図

る

た

め

ワ
松

戸

市

心
身

障
害

児

福
祉

手

当

支

給

条

例
・・・
手

当
の

額

の

引

き
上

げ
を

図

る

た
め

マ
松

戸

市

遺
児

手

当

支

給

条

例

・
:
手

当
の

額

の

引

き
上

げ
を

図

る

た

め

マ
松

戸

市

国

民

健
康

保

険

条

例

・
:
葬

祭

費
の

額

の

引

き
上

げ

を

図

る

と
と

も
に

、

保

険
料

の

賦

課

総

額
に

関
す

る

規

定

を

整

備

す

る
た

め

マ

松

戸
市

中

小

企

業

資

金
融

資

条

例

…

中

小

企

業
の

経

営

基

盤
の

安

定

強
化

を
図

る

た

め

マ
松
戸
市
ね
た
き
り
老
人
・
ね

た
き
り
身
体
障
害
者
等
福
祉

手
当
支
給
条
例
=
手
当
の
額

の
引
き
上
げ
を
図
る
た
め

財
産
の
取
得

マ
「
仮
称
」
松
戸
新
田
第
二
市

営
住
宅
用
地
…
市
営
住
宅
用

地
を
確
保
す
る
た
め

写
真
は
1
2月
定
例
市
議
会

市長の窓

今
年
も
数
多
く
の
新
年
会

に
招
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

席
上
で
共
通
の
話
題
は
、
景

気
が
良
く
な
い
、
早
く
景
気

を
回
復
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

デ
パ

ー
ト
の
売
り
上

げ

は
、
前
年
に
比
べ
て
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
し
、
地
価
が
下

落
傾
向
に
な
っ
て
き
た
と
は

い
っ
て
も
、
土
地
の
売
買
は

少
な
く
、
私
も
景
気
回
復
を

願
う
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

市
税
収
入
の
伸
び
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
平
成
5
年
度
の

予
算
編
成
に
は
今
ま
で
に
な

く
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。

第
一

線
の
市
と
し
て
は
、

不
景
気
で

税
収
が
減
っ
た
か

ら
と
い
っ
て

、
こ

れ
ま
で

の

行
政
水
準
を
下
げ
る
わ
け
に

は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
不
況
に
苦
し
む

中
小
企

業
の
運
転
資
金
や
設

備
資
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ

れ
ま
で
以
上
の
配
慮
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

特
に

、
平
成
5

年
度
は
第

四
次
総
合
五
か
年
計
画

の
最
終
年
次
で

す
か

ら
、
こ
の
計
画
に
盛
ら

れ
た
事
業
費
は
、
市
民

と
の
約
東
ど
お
り
、
遂

行
す
る
た
め
に
優
先
的

に
予
算
化
し
な
け
れ
ば

な

り

ま
せ

ん

。

第

四

次

総
合

五

か

年

計

画

に

よ

っ
て

建

設
中

の

大

型

事

業

…

例

え

ば
4

月
2
9
日

に

一

般
に

開

放

さ

れ

る
2
1
世

紀

の

森
と

広

場

、
そ

の

公

園

内

に

開
館

と

な

る

博

物
館

、

今

年

1
0月

に

は

開

院

と
な

る

第

二

市

立
病

院

と

も
い

う
べ

き

高

塚

新
田

の

福

祉
医

療

セ

ン

タ

ー
、
1
1
月
の
文
化
の
日
に
オ

ー
プ
ン
と
な
る
森
の
ホ
ー
ル

2
1
(文
化
会
館
)
、
市
役
所
近

く
に

建
設
中
の
中
央
保
健
セ

ン

タ
ー
な
ど
、
そ
の

運
営
管

理
の

予
算
は
新
た
な
資
金
需

要
と
な
り
、
そ
の
金
額
は
か

な
り
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

こ

れ

ら
の

費

用
に
つ

い
て

は

、
起
債
(
市
の
借
り
入
れ

金
)

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
結
局
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
く
税
収
入
な
ど
の
一

般
財
源
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
税
収
入

が
落
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
大

変
な
の
で
す
。

森
の
ホ
ー
ル
2
1や
博
物
館

な
ど
、
文
化
施
設
建
設
の
た

め
に
、
好
況
の
時
に
そ
の
資

金
の
一
部
を
積
み
立
て
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
今
回

の
不
況
に
は
予
算
編
成
上
大

き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
好
況
時
に
、
財
政

状
況
が
ひ
っ
ぱ
く
し
た
時
の

た
め
に
税
収
不
足
を
補
う
意

味
で
積
み
立
て
て
お
い
た
財

政
調
整
基
金
を
、
四
十
億
円

も
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
も
長
年
、
予
算
編
成
に

か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

取
り
ま
と
め
に
、
今
年
ほ
ど

苦
慮
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
に
か
く
一
般

会
計
千
百
九
十
九
億
八
千
万

円
(

対
前
年
度
比
四
・
一
%

増
)
、
そ
の
ほ
か
の

会
計
全
部

で

千
九
百
七
十
八
億
七
千
九

百
五
十
四
万
円
の
新
年
度
予

算
の
編
成
を
終
え
る
こ

と
が

で
き

、
3
月
定
例
市
議
会
に

提
出
い
た
し
ま
し
た

。
こ

れ

か
ら

市
議
会
の

予
算
審
議
が

始
ま
り
ま
す
。

こ
の
不
況
の
中
で

、
五
か

年
計
画
の
遂
行
と
、
こ
れ
ま

で
の

行
政
水
準
を
下

げ
な
い

予
算
と
す
る
こ
と
が
で

き
た

こ

と
に
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
予
算
執
行
に

十
分
留
意
し
つ
つ

、
赤
字
と

な
ら
な
い
よ
う
努
め
ま
す
と

と
も
に
、
景
気
が
一
日

も
早

く
回
復
す
る
こ

と
を
願
う
の

み
で

す
。
予

算
の
詳
細
に
つ

い
て

は
、
市
議
会
で
議
決
後
、

広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
編
成
と
景
気
の
回
復

宮
間
満
寿
雄

一般会計予算7,799億8千万円

平成5年度予算の概要

平
成
5
年
度
の
予
算
案
は
、

一
般
会
計
千
百
九
十
九
億
八
千

万
円
、
特
別
会
計
五
百
五
十
六

億
一
千
四
百
九
万
六
千
円
、
企

業
会
計
二
百
二
十
二
億
八
千
五

百
四
十
四
万
四
千
円
、
合
計
千

九
百
七
十
八
億
七
千
九
百
五
十

四
万
円
で
、
総
額
で
は
四
・
七
%

の
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
の
使
い
道

で
は
、
土
木
費
と
衛
生
費
が
と

も
に
ニ
一
%
を
占
め
、
次
い
で

教
育
費
・
総
務
費
一
四
・
九
%

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の

最
終
年
次
に
当
た
る
平
成
5
年

度
の
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念

し
て
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。

（
仮
称
)
和
名
ヶ
谷
ク
リ
ー
ン

セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
進
め
ま

す
。

マ
ニ
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
内

の
自
然
観
察
舎
・
自
然
生
態

圉
な
ど
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

ハ

ヶ
崎
地
区
の
消
防
署
分

署

建
設
に
着
手
し
ま
す
。

▽
「
平
和
基
金
」を

創
設
し
、
各

種
平
和
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

千
葉
大
学
農
場
移
転
跡
地
の

体
育
施
設
等
の
建
設
に
着
手

し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
内
の

平
和
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
光
風
」

(仮称) 和名ヶ谷クリーンセンターの完成予想図

歯
を
大
切
に

n
Mり
0
り乙
0

運

動

日
本
の
高
齢
化
は
世
界
一

の
ス
ピ

ー
ド
で

進
行
し
て
い

ま
す

。
そ
し
て

年
を
と
る
に

つ

れ
て
、
人
の

す
べ
て
の

機

能
は
衰
え
て
い

き
ま
す
。
歯

と
歯
茎
を
中
心
と
し
た
口
腔

(
く
う
)
機
能
も
、
例
外
で

は
あ
り

ま
せ
ん
。

総
入

れ
歯
を
入
れ
て
い
る

人
の
噛
(
か
)
む
能
力
-
咀

嚼
(
そ
し
ゃ
く
)
能
力
-
は
、

歯
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る

人
の
約
五
分
の
一
し
か
な
い

と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
老
後
を
い

ず
れ
は

迎
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、「
食

べ
る
」
と
い
う
楽
し
み
の
た

め
に
は
、
自
分
の
歯
を
一
本

で
も
多
く
残
し
て
お
く
努
力

を
、
若
い
う
ち
か
ら
払
う
こ

と

が
極
め
て

大
切
で
す
。

あ
る
研
究
報
告
に
よ
り
ま

す
と

、
二
十
本
の
歯
が
残
っ

て
い
れ

ば
、
食
生
活
に
あ
ま

り
支
障
を
来
さ
ず
に
済
む
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

、

平
均
寿
命
を
考
え
あ
わ
せ

る

と
、
一
生
自
分
の

歯
で
噛
む

た
め
に
は
、
八
十
歳
で
二
十

本
の

歯
を
残
そ
う
と
い
う
こ

と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
厚
生
省
や
日
本
歯

科
医
師
会
が
す
す
め
て
い
る

「
8
0
2
0

運
動
」
と
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
こ
れ
で
す
。

残
念
な
こ
と
に
は
、
現
在

の
日
本
人
の
口
の
中
の

実
情

は
さ
ん
た
ん
た
る
も
の
で

、

七
十
五
歳
以
上
で
平
均
四
・

八
本
し
か

歯
が
残
っ
て
い
な

い
の
で

す
。
従
っ
て

、
八
十

歳
で

二
十
本
の
歯
を
残
す
た

め
に
は
、
中
高
年
期
に

お
け

る
歯
の
喪
失
の
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
、
歯
槽
膿
漏
(
し

そ
う
の
う
ろ
う
)
の
予
防
の

た
め
に
、
歯
茎
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

八
十
歳
で

二
十
本
の
歯
を

残
す
た
め
の
、
途
中
経
過
で

の
喪
失
限
度
歯
数
が
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

・

ま
す
と
、
四
十
歳
で
三
・
〇

本
、
五
十
歳
で
四

・
六
本
、

六
十
歳
で
六
・
四

本
、
七
十

歳
で

八
・
二
本
の
喪
失
歯
数

で
あ
れ
ば
、
八
十
歳
の
段

階

で
二
十
本
の
歯
が
残
っ
て
い

る
(

喪
失
歯
数
は
十
本
)
状

態
が
達
成
で
き
る
も
の
と

考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

逆
に
、
各
年
齢
で

前
述
し

た
本
数
よ
り
も
多
く
の
歯
を

失
っ
て

し

ま

っ
て

い

る
方

は

、
現
在
残
っ
て
い
る
歯
を

失
わ
な
い
よ
う
、
最
大
限
の

努
力
を
払
う
べ
き
で
す
。

い

ず
れ
に
せ
よ
、「
8
0
2

0
運
動
」
の
目
標
達
成
の
た

め
に
は
、
少
な
く
と
も
三
十

歳
代
か
ら
の
歯
槽
膿
漏
対
策

が
重
要
で
、
日
常
の
正
し
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
励
行

が
不

可
欠
で

す
。

正
し
い
歯
磨
き
で

歯
と
歯

茎
の
健
康
を
守
り
、
一
生
自

分
の
歯
で
噛
め
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)



趣
味
の
仲
間
待
っ
て
ま
す

６０歳以上の方へ

み
ん
な
楽
し

も
う
(
フ
ラ
ダ
ン
ス
)

老人福祉センタークラブ活動会員募集

市
内
五
ヵ
所
に
あ
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
年
寄
り
の
ク
ラ
ブ
が
活
動

中
で
す
。

今
回
は
、
常
盤
平
・
矢
切
・

小
金
原
の
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
、

何
か
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で

す
か
。
対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
人

費
用
無
料

匣
3

月
5
日
圖
午
前
9

時
か
ら

（
日
・
月
曜
日
を
除
く
)
、
左
表

の
各
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク ラ ブ
募集

人員
活 動 曜 日 時 間

カラオケ

各

10

人

毎週火曜日

午後1 時

~3 時
フラダンス 第2・第4水曜日

民 踊 第1 ・第3 金曜日

謡 第1 金曜日
午前10時

~正午

社交ダンス
男性

10人
毎週土曜日

午後1 時

~4 時
囲 碁 各

10

人

毎 日

将 棋

この

時期

のお

願い引っ越しごみは計画的に

3
月
か
ら
4

月
に
か
け
て

は
、
引
っ
越
し
が
多
く
な
る

シ
ー
ズ
ン
で

す
。

引
っ
越
し
で
出
る
ご
み
は
、

き
ち
ん
と
分
別
し
、
計
画
的

に
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め
て

処
理
し
た
い

場

合
は
、
自
分
で
直
接
処
理
施

設
に
運
ぶ
か
、
処
理
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

粗

大

ご
み

は

電

話

で

粗
大
ご
み
は
電
話
申
し
込

み

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通

常
の

ご
み
集
積
所
に
出
し
て

も
、
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
時
期
は
、
申
し
込
み
が

殺
到
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
具
や
電
化
製
品
を

買
い
替
え
る
時
は
、
古
い
物
を

販
売
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

み
だ
り
に
山
林
や
空
き
地
に

ご
み
を
捨
て
る
と
、
法
律
に
よ

り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
ご
み
を
出
す
時
は
、
中
味
が

判
別
で
き
な
い
、
黒
い
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
は
使
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

圜
清
掃
第
一
課
業
務
係

矢
切
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク ラ ブ
募集

人員
活 動 曜 日 時 間

書道2 11人 第1 ・3 火曜日 午前10時~正午

民 踊 10
第2 ・4 火曜日

午前10時~午後3時

女性囲碁 4
午前10時~正午

コーラス 10 第1 ・3 水曜日

俳 句 5 第2 ・4 水曜日

午後1 時~3 時
フォーク

ダンス
10 第1~第4 水曜日

書道1 Z 第1 ・3 木曜日 午前10時~正午

ハワイアン

ダンス 10 第2 ・4 金曜日
午後1 時30分~

3 時30分

社交ダンス
男性

10
第1・3・4土曜日 午前10時~正午

将 棋 10 毎 日 午後1 時~4 時

小金原老人福祉センター

常
盤
平
4
丁
目

沢
田

き
み
子
さ
ん

健康づくりを兼ね、8 年前から

フラダンスを始めました。

ロマンチックな音楽で、みんな

と踊るのは、とても楽しいです。

月2 回の練習日が待ち遠しいで

すね。

[更]3月9 日(火)から、直接小金原老人福祉セン

ターへ

クラブ
募集
人員

活動曜日 時間

墨 絵 5人 第1 ・3・4 火曜日

午前10時~正午

編 み 物 10 第1 ・2・3 水曜日

茶 道 4 第2 ・3・4 木曜日

日本舞踊 10 第2 ・3・4 土曜日

書 道 30 第1 ・3 木曜日 午前9 時30分~正午

民 謡

各10人

第1 ・2・3 水曜日

午後1 時~3 時

詩 吟 第1~4 木曜日

えだまめ
農
園
オ
ー
ナ
ー
募
集

取
り
た
て
の
味
を
楽
し
め
ま
す

生
育
状
況
を
見
な
が
ら
、
自

分
で
収
穫
体
験
で
き
る
、
え
だ

ま
め
股
園
オ
ー
ナ

ー
を
募
集
し

ま
す
。
開
設
地
区
幸
田

・
新
松
戸
・

牧
の
原
・
大
橋
の

各
地
区

オ

ー
ナ
ー
の
期
間
種
ま
き
(
4

月

中
旬
)
か
ら
収
穫
(
7
月
中
旬
)

ま
で
の
間
(

種
ま
き
・
栽
培
な

ど
は

農
家
が
行
い
ま
す
)

費
用

一
区
画
三
千
円
区
画
一
う
ね

十
五
㍍
予
想
収
穫
量
葉
つ
き

十
㌔
程
度
(
約
十
束
)

圃
3

月
2
5日

出
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
地
区
・
区
画
数
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
-

五
松
戸
市
役
所
農
政
課

内
都
市
農
業
振
興
協
議
会
え
だ

ま
め
係
へ

市

役

所

へ

お

越

し

の
方

へ

3
月
は
駐
車
場
が
特
に
混
雑
し
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
に
は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か

申
告
期
限
…
所
得
税
・
贈
与

税
=
3

月
1
5日

㈲
、
個
人

事
業

者
の
消
費
税
=
3

月
3
1日
團

寮
祝
日
、
土

・
日
曜
日
は
休
み

で
す
。
今
年
は
申
告
期
限
の

前
日
と
前
々
日
(
3
月
1
3日
・

1
4日
)

が
休
み
で

す
。

※
税
務
署
の
駐
車
場
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
署
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

黯
松
戸
税
務
署
登
6
3↓
1
1
7

1
番

千

葉
県

住
宅

供

給
公
社

・

積

立

分

譲
住
宅

を
募

集

住
宅
金
融
公
庫
融
資
(
優
良

分
譲
)
付

き
成
田
ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
中
台
地
区
の
積
立
分

譲
住
宅

百
十
戸
(
中
層
五
階
建
て
・
地
域

特
別
分
五
十
五
戸
)
を
募
集
し

ま
す
。

蠢
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
販
売

部
登
m
-
2
2
7
-
5
1
6
3番

み
ん
な
で
緑
を
守
り
育
て
よ
う

3
~
5

月
は
全
国
緑
化
キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
の
期
間
で
す

。

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
緑
を
守
る
た
め
、「
緑
の
羽
根

募
金
」
や
「
緑
と
水
の
森
林
基

金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。市内に残る緑を大切に

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に



力
作
ぞ
ろ
い
の
1
6点

野鳥の写真コンクール

入選者発表

今
年
で
二
十
二
回
目
を
迎
え

た
「
野
鳥
の
写
真
コ
ン

ク
ー
ル

」

〔
則
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
主
催
〕
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

毎
年
、
応
募
作
品
が
増
え
、

レ

ベ
ル
の
高
さ
は
相
当
な
も
の
。

今
年
は

、
昨
年
の
倍
近
い
百

十
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
見
事

金
賞
に
輝
い
た
の
は
、
猪
苗
代

湖
で
朝
も
や
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
を
撮
っ
た
、
阿
南
考
浩
さ
ん

の
「
光
と
陰
」
。

金
賞
以

外
の
入
選
作
品
は
次

の
と
お
り
で
す

。

〔
銀
賞
〕
桑
野
貞
雄〔
銅
賞
〕
佐
藤

正
一
・
山
崎
幸
一
〔
入
選
〕
山
本

栄
治
・
相
馬
利
雄
・
篠
田
聰
・

篠
田
豊
・
篠
宮
利
夫
・
野
澤
勝

英
・
岸
川
憲
司
・
青
柳
善
之
助

〔
ほ
の

ぼ
の
賞
〕
萩
原
清
司
・

門
田
幸
夫
・
前
田
黎
子
・
川
嶋

次
男
=

敬
称
略
=

※
入
選
作
品
は
5
月
に
展
示

す

る
予
定
で

す
。
展
示
に
つ
い

て
は
、
後
日
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
（
市
役
所
内
)

金賞「光と陰」(阿南さん・カラー)

銀賞「仲よし」(桑野さん・カラー)

野
鳥
講
演
会

3
月
6
日
出
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
新
松
戸
市

民
セ
ン
タ
ー

内
容
野
烏
の
話

と
ス
ラ
イ
ド
上
映

講
師
叶
内

拓
哉
氏

憇
紺
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
(
市
役
所
内
)

野
鳥

観
察

会
(

狭
山

湖
)

3
月
7

日
㈲
午
前
8

時
に
松

戸
駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
に
集
合
(午

後
2
時
3
0分
に
現
地
解
散
予
定
)

持
ち
物
筆
記
具
・
観
察
用
具
・

昼
食
等
(
防
寒
対
策
は
十
分
に
)

固

剛
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
(

市
役
所
内
) 銅賞「宣言( テリトリーソング)」

(佐藤さん・カラー) 銅賞

「囀(さえず)る(オオヨシキリ)」

(山崎さん・カラー)

市

民

会

館

市

民

劇

場

松
戸
駅
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ

ー

お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン

戸
定
歴
史
館

期 日 内 容 開演時間

3/7 日 英語劇「マウストラップ」 ☆ 15:00

13圉 日本体力振興会スタジオ9ダンス発表会 17:00

仰日) 東葛合唱団「はるかぜ」セカンドコンサート ☆ 14:30

16(火) 葵舞踊祭り松戸会 竹:o( 〕

17團 市立松戸高校吹奏学部定期演奏会 18:00

19廁 県立松戸東高校吹奏楽部定期演奏会 17:30

2膕 松戸市音楽協会吹奏楽演奏会 ☆ 15 二30

21(日) 県立小金高校吹奏楽部定期演奏会 16:00

23(火) 二松学舎大学付属沼南高校吹奏楽部定期演奏会 17:00

27(土) 県立鎌ヶ谷高校吹奏楽部定期演奏会 15:30

28(日)県民芸術劇場地方公演永遠のス

クリーンミュージック

14:00

30(火) 春休み子ども映画大会 10:00・14:00

* 月 曜 日は休館。 ☆印のつい ている 催し 物 は

有料で す。

[閲]市 民会 館S68-1237~9 番

期 日 内 容 開演時間

3/6 山 ピアノリサイタル☆ 19:00

7(日) 倫理文化講演会 ☆ 15:50

12廁 福祉講演会'93 13:30

13山 チモヘーワ・ピアノリサイクル☆ 17:30

仰日) ピアノ発表会 14:00

18困 健康カラオケ 18:30

19鬯 親子平和映画鑑賞会 14:00

2腕 ピアノ発表会 13 二00

2佃) 夢弦の会ギターアンサンブル 14:00

24團 神野 明 ピアノコンサート ☆ 18:30

26刪 ピアノ・バイオリン発表会 13:00

27(土) 県立鎌ヶ谷高校定期演奏会 14:00

春の小川ピアノ教室発表会 18 二15

28(日) ファンタスティックコンサート 10:45

31團 バイオリン発表会 1∠に00

*月曜日は休館。☆印のついている催し物は

有料です。開演時間が変わることがあります。
熈市民劇場容68-0070 番

期間 3/6R~19 廊 3/20倪~4/2R 4/3C 土)~16廁

東
パステル画と

切り絵二人展

小林恵美 ハンド

ニットブルーフ展

土曜スケッチ

サークル展

西
墨絵りんどうの会

作品展

柴 清乃

造形美術浮彫画展
翠書道会書作展

黯社会教育課成人教育係Q66-7462 番

期 間 内 容

3/7 旧淙 で 松戸市書道展覧会

3/9C火)~ 裙日) 明第一地区子ども作品展

16(火)~21( 日) 月影会日本画展

23C火)~28( 日) 松戸水彩会展,

*月曜日は休館。

開館時間 …午前T10時~ 午後6 時

茴 文化 ホール067-7810 番

期 日 時 間 費用 対象 会 場

3/5 廁

午後3 時

~4 時
無

料

3
S
9
歳
く
らい

二十世紀が丘市民センター

10伽 図書館本館

11困 八 柱市民センター

12廁 ハケ崎市民センター

13(二t二)
午前10時30分

~11時30分
新松戸市民センタ ー

でんわおはなしキャラバン登63-9999 番
固市立図書館Q65-5115 番

期 間 内 容

3/28 日)まで 通常展示(1867 年のパU 万博中心に)

* 月曜日は休館。入館時間…午前9 時30分~

午後4 時30分。入館料…大人51円・小中学生20円
蹇戸定歴史館S62-2050 番

無

料

法
律

相
談

3
月
2
0日
固
午
後
1
時
~
4

時
会
場
弁
護
土
会
館
松
戸
支

部
(

松
戸
一
三
三
六
東
風
園
ビ

ル
三
階
)

匣
電
話
で
県
弁
護
士
会
松
戸
支

部
登
6
6
-
6
6
1
1
番
へ

野
ネ

ズ
ミ
退

治

・
薬

剤
に

よ

る
駆

除
を

実
施
し

ま

す

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
野
ネ

ズ
ミ
を
退
治
す
る
た
め
、
農
耕

地
に
駆
除
剤
を
仕
掛
け
ま
す
の

で

、
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

※
近
隣
市
・
町
で
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

駆
除
期
間
3
月
1
8日
團
~
2
4

日
困
贋

農
政
課
指
導
係

松
戸

東
警
察

署

の
住

所

が
変

わ
り

ま
し

た

新
住
所
松
戸
市
八
ヶ
崎
四
丁

目
五
一
-

九

顏
松
戸
東
警
察
署
容
4
9
1
0
1

1
0

番

国

立
歴

史
民

俗
博
物

館

の
企

画
展
「
荘
園
絵
図
と
そ
の
世
界
」

展
示
期
間
3

月
1
6日
㈹
~
5

月
1
6
日

囲
、
午

前
9

時
3
0
分

~
午
後
4
時
3
0分

茴

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示

課
容
0
4
3
1
4
8
6
-
0
1
2
3

番

法
務

局
松

戸
支

局
の

駐
車

場

が
使

用

で
き

ま
せ

ん

庁
舎
改
修
工

事
の
た
め
、
平

成
6

年
2
月
ま
で

、
駐
車
で

き

ま
せ
ん

。

鬩
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支
局

昔
6
3
-
6
2
7
8
番

新

松
戸
市

民
セ

ン
タ

ー
の

駐

車

場

が
狭
く

な
り

ま
す

4
月
1
日
困
か
ら
、
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
狭

く
な
り
ま
す
。
お
車
の

ご
利
用

は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

脛
一
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
1
登
4
3

1
6
5
0
0

番

農
耕

地
に

犬
・

猫
な

ど
を

入

れ
な

い
で
/

農
耕
地
に
犬
猫
な
ど
が
入
り
、

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え

て
い

ま
す
。
飼
い

主
の

皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

黯
農
政
課
指
導
係

か
わ
い
い
ペ
ッ

ト
は

し
つ
か
り
管
理

交
通
事
故
に
注
意

今
年
に
な
っ
て

、
千
葉
県
下

で
の
死
亡
事
故
件
数
は
、
全
国

で

も
三
番
目
の

状
態
で

す
(
2

月
1
8
日
現
在
)
。
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し

ょ
う

。

○
安
全
速
度
を
守
ろ
う

○
飲
酒
運
転
は
や
め
よ

う

○
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
よ

う

頽
松
戸
警
察
署
容
6
9
-
0
1
1

0
番
、
松
戸
東
警
察
署
容
4
9

-
0
1
1
0

番

大
切
な
命
を
守
ろ
う
/

3
S

作

戦
(
ス

ピ

ー

ド
・
'酒
・

シ

ー

ト

ベ

ル

ト
)
実

施

中



ス
ポ
ー
ツ

市

民

春

休

み

短

期

ス

ケ

ー

ト

教

室
(

フ

ィ

ギ

ュ

ア
)

3

月
2
5

日
~
2
8

日

㈲

、

午

前
8
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
(
受

付

は

午

前
8

時

か

ら
)

会

場

新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
対
象

市

内

在

住

ま

た

は

在

勤

の

小

学

生

以

上

百

五

十

人

費

用

四

千

円※

参

加

費

は

前

日

ま

で

に

郵

送

ま

た

は

直

接

納

入

を

。

ズ

ボ

ン

と

靴

下

・

手

袋

を

用

意

。

北

小

金

駅

か

ら

午

前
8

時

発

の

無

料

送

迎

バ

ス

を

運

行

。

匣

電

話

ま

た

は
F
A
x

で

、

松

戸

市

ス

ケ

ー

ト

連

盟

事

務

局
(

松

戸

市

ニ

ツ

木

三

番

地

・

新

松

戸

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
内
)
e
4
1
-
2

-
^

¨
/`
1

番

、
m
4
6
-
7

↑
1
^
¨
/‘
Qヽ

)

番

へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

4

月
2

日
~
5

月
2
8

日

の

毎

週

土

曜

日
(

全

八

回

、

午

前
8

時

～
9

時
4
5

分

会

場

中

央

公

園

庭

球

場

対

象

市

内

在

住

・

在
勤
の
初
心
者
百
人
(

申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費

用
七
千
円
(
保
険
料
含
む
)

惠
3
月
1
5日
囲
ま
で

に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市

小
金
原
一
-
ニ

ー
一
松
戸
市
テ

ニ
ス
協
会
平
木
晧
弌
(

容
4
8
-

6
7
8
4

番
)
ヘ

グ
ラ

ウ

ン
ド
ゴ

ル

フ
教
室

3
月
2
1日
収
午
前
9
時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
校
庭

対
象
一
般
市
民

費
用
無
料

巫

当
日
現
地
で

鬩
体
育
指
導
委
員
・
木
下
四
4
5

-
3
4
2
9

番

野
球

ル

ー
ル

・
審

判

実
技

講

習
会3

月
2
1日
㈲
午
前
9
時
~

午

後
5

時

会
場
運
動
公
園
武
道

館
会
議
室
・
野
球
場

費
用
二

千
円
(
昼
食
付
き
)

対
象
一
般

市
民
と
協
会
審
判
員

巫
当
日
会
場
で

周一
松
戸
市
野
球
協
会
・
高
野

｀

4
1
-
9
6
4
3
番

弓

道
教

室

4
月
4
日
~
2
5
日
、
5
月
1

日
・
8
日

・
9
日
の
各
土

・
日

曜
日
(
全
十
回
)
、
土
曜
日
は
午

後
2
時
~
4

時
、
日
曜
日
は
午

前
1
0時
~
正
午

会
場
運
動
公

園
弓
道
場

対
象
二
十
~
四
十

歳
の
市
民
三
十
人

費
用
無
料

惠
3

月
2
5日
困
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷
四
四
三
四

運
動
公
園
内
ス

ポ
ー
ツ
課
(

容

6
3
1
9
2
4
1
番
)

へ

東

部

ス

ポ

ー

ツ

パ

ー

ク

野

球

場

利

用

チ

ー

ム

の

登

録

を

受

け

付

け

ま

す

3

月
5

日

金
か

ら

、
東

部
ス

ポ

ー
ツ

パ

ー

ク
で

受

け

付
け

ま

す

。

チ

ー

ム

名

・
代

表

者

と
メ

ン

バ
ー

の

住

所

・
氏

名

・

年
齢

・

勤
務

先

を

登
録

し

て

く

だ

さ

い
(
登

録

は

年
度

ご
と
)
。

土

・
日

曜
日

、
祝

日
の

貸
し

出

し

に

つ
い

て

は

、
利

用

者

が

多
い

た

め

抽

選
に

な

り

ま

す

。

こ

の

場

合

、

市
内

在

住

・

在

勤
の

人

が

六

割
以

上

の
チ

ー

ム

に
限
ら
れ
ま
す
。

野
球

場

が

利

用
で

き

る

期

間

は
4

月
1

日

困

か
ら
一
1
1
1
1

一
月
3
0
日

㈹
の

間

で

す

。

悪
一
東

部
ス

ポ

ー

ツ

パ
ー

ク

｀
9
1

-
0
9
4
4

番

昨年10月11日、立川市で行われた第9 回全国

少年親善相撲立川大会で、中村佳史君( 柿ノ

木台小学校) が、小学5 年生の部で3 位入賞

を果たしました

す

ば

る

の

会
(

油

絵
)

日

曜
日

午
後
1

時
~
4

時

会

場

八

柱

市
民

セ
ン

タ
'‐‐

費

用

月

五

千
円
(

入

会

金
千

円
)

黷

柴

山

四
8
5
-
2
9
4
7

番

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団4
月
~

幵
一
月

の

日

曜
日

、

午

前
8
時
~
1
0
時
会
場
①
栗
ヶ

沢
公
園
②
金
ヶ
作
公
園
の
各
庭

球
場
対
象
小
学
四
年
～
六
年

生

費

用

年

九
千

五

百
円

匣
3

月
7

日

㈲

午
前
1
0
時
か

ら

①
は

栗

ヶ

沢
公

園

庭

球

場
で

、

②
は

常
盤
平

市
民

セ

ン

タ

ー
で

黯

山

岸
四
8
8
j
8
4
5
0

番

東
葛

混
声

合
唱

団

土
曜
日
(
月
二
回
)
午
後
6
時

~
9

時

会
場
市
民
会
館

費

用
月
千
五
百
円
(
入
会
金
千
円
)

翹一
中
島
｀
4
5
-
4
8
9
3
番

混
声

合

唱
団
リ

ン

リ

ー
ズ

土
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用

月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

翹一
平
川

萱
6
2
-
9
3
4
8
番

ポ

ピ
ュ
ラ

ー
歌
謡

サ
ー

ク
ル

四
季木
曜
ま
た
は
金
曜
日
(

月
三

回

午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0

分

会
場
青
少
年
会
館

費
用

月
二
千
五
百
円
(
入
会
金
な
し
)

黯
村
上

｀
4
2
-
2
3
7
0
番

常

盤
平

女
声

合
唱

団

火
曜
日
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
岩
佐

登
8
8
-
4
3
7
9
番

女
声
合

唱
団

コ

ー
ル

ー
フ

ロ

ー
ラ金
曜
日
午
前
1
0時
3
0分
~

午

後
1

時

会
場
市
民
会
館

費

用
月
三
千
円
(
入

会
金
千
円
)

黯

梅
木

琵

い
1
9
8
7
8

番

松
戸

太
極

拳
倶

楽
部
(
陳
式
)

土
曜
日
午
後
2

時
~
4

時

会
場
勤
労
会
館

費
用
月
二
千

五
百
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
柴
田

｀
4
3
1
7
1
7
4

番

(
夜
間
の
み
)

太
極

拳
・

少
林

拳

日
曜
日
午
後
3

時
~
6

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用
月
三
千
円
(
入
会
金
二
千
円
)

黷
熊
沢
｀
4
1
1
9
4
2
5
番

松
戸
中

国
語

学
習

会

木
曜
日
午
後
7
時
～
9

時

会
場
市
民
会
館

費
用
月
三
千

円
(
テ
キ
ス
ト
代
千
五
百
円
)

蠢
赤
坂
｀
4
1
-
9
7
3
5
番

卓

球

・
グ
リ

ー

ン
ク
ラ

ブ

火
曜
・
木
曜
日
午
後
1

時
~

3
時

会
場
運
動
公
園
卓
球
室

定
員
十
人

費
用

月

二

千

円

(
入
会
金
千
円
)

黷

綿
貫
四
8
7
-
3
4
6
5
番

さ
つ
き
会
(

健

康
体

操
)

火
曜
・
金
曜
日

午
後
1
時
~
2

時
3
0分

会
場
運
動
公
園
小
体

育
室

定

員
家
庭
婦
人
三
十
人

贄
用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
)

黯
佐
藤

四
6
8
1
0
3
5
0
番

あ

き

ら

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

火

曜
日

午

後
7

時
~
9

時

会

場

稔
台

市

民

セ
ン

タ
ー
(
3

月

ま
で
)

、

明

市
民

セ

ン

タ

ー

(
4
月
以

降
)

費
用

月

二

千

五

百

円

入

会

金
二

千

円
)

黯

野

崎

四
6
2
-
4
6
5
0

番

(
夜

間
の

み
)

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

・

白

蝶

会日

曜
日

午
後
7

時
~
9

時

会

場

稔
台

市

民

セ
ン

タ

ー

費

用

月

二

千
五

百

円
(

入

会

金

な

し
)

黯

内
田

四
6
7
1
7
7
9
4

番

サ
ー
ク
ル

チャンネル

人口と世帯(2 月1日現在)

O 人口462,160 人( 十 フ)

男235,197 人(-46)

女226,963 人(+53)

O 世帯169, 〔〕96(+16)

囗
は
前
月
比

真
剣
に
的
を
狙
い
ま
す

療

育

相

談

3

月
1
1
J日

團

午

後
1

時
~
1

時
3
0
分

会

場

松

戸

保

健
所

対

象

乳
児

の

股

関

節
脱

臼

検

診

米

受

診

者

お
よ

び

整
形

外
科

学

領

域

の

診

察
・

相

談

等

を

希
望

す

る

十

八

歳
未

満

の
人
(

乳

児

は

母

子

手

帳
を

持

参
)

惠

電

話
で

松
戸

保
健

所

保

健
指

導
課

一`
6
1
-
2
1
2
1

番
へ

乳

幼
児
医

療

費
の

支
給

手
続

き

は
お
済

み
で

す

か

対
象
市
内
に
住
所
が
あ
る
、

小
学
校
就

学
前
の
児
童
で

、
保

護
者
が
社
会
保
険
各
法
に
定
め

る
被
保
険
者
か
被
保
護
者
で

あ

り
、
本
人

が
継
続
し
て
十
日

間

以
上
入
院
し
た
と
き

給
付
内

容
健
康
保
険
法
に
よ
る
費
用
か

ら
、
保
険
給
付
と
家
族
療
養
付

加
金
な
ど
、
世
帯
の
所
得
税
に

応
じ
た
自
己
負
担
額
を
控
除
し

た
額
翹一
健
康
管
理
課
庶
務
係

愛
の
献
血

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

三

歳

児

健

康

診

査

3

月
9

日

㈹

・
1
6
日

関

会

場

松

戸
保

健

所

対

象
平

成
元

誓
1
1
1
1

一
月

生

ま
れ

の

幼

児
(

健

康

診
査

票

を

送
り

ま

す
)

※
該

当

者
で

健

康

診
査

票

か

届

か

な
い

場

合

は

、
(

ガ
キ
で

ご
連
絡

く

だ

さ
い

。

期日 会 場 時間 主 催

3/7

旧)

西友

常 盤平 店前

午前

10
時
S
午
後
4時

松戸中央ラ
イオンズク

ラブ

8( 月)

伊勢丹

松戸店前
松戸市

13(土)

イト ーヨ ー

カ堂八 柱店

入口 前

松戸南ライ

オンズクラ

ブ

保

健

衛

生
默
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

｀

6
1
1
(
/
7
L

こソ
に一↑
上
番

まつど

今昔写 真 館

市制施行記念の

祝賀行事

市制20周年では仮装大会がありました。市役所わきでの記念

写真。昭和38年(恩田さん提供)

昭和18年4 月1 日に松戸市が誕生して、

今年でちようど50周年。1 年間を通じてさ

まざまな祝賀行事が行われています。

これまでも5 周年、10周年、20周年など節

目の年に祝賀行事が行われました。その様

子を紹介します。

※平成3 年4 月から掲載してきました松戸

今昔写真館は、今回をもって終了いたし

ます。貴重な写真のご提供ありがとうご

ざいました。
市制10周年を祝って松戸駅前には平

和の像が建てられました。昭和28年

※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。



ご参加ください情報
催

し

物

松
戸

ブ
ラ

ス

オ
ル
ケ

ス

タ
ー

吹

奏
楽

コ

ン
サ

ー
ト

3
月
2
0日

吩
午
後
3

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
前
売
り

一
般
五
百
円
、
中

学
生
以
下
三

百
円
(
当
日
券
も
あ
り
)

内
容

ア
ル
メ
ニ
ア
ン

ダ
ン
ス

ー
パ
ー

ト
ー
、
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト

ー
リ
ー
・
メ

ド
レ
ー
ほ
か

惠
電
話
で
松
戸
市
音
楽
協
会
事

務
局
・
高
橋

酋
6
8
-
2
7
1
4

番
へ

神
野

明
ピ

ア

ノ
コ

ン

サ
ー
ト

3
月
2
4日
團
午
後
6
時
3
0分

開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用

三
千
円
内
容
バ
ロ
ッ
ク
、
古

典
音
楽

茴
大
谷

酋
6
2
-
3
7
7
5
番

春
の
盆

栽

展

3
月
1
3日
出
・
1
4日
㈲
午
前

9
時
~
午
後
5

時

会
場
常
盤

平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

内
容
各
種
盆
栽
の
展
示

翹一
郎
日
本
盆
栽
協
会
松
戸
支
部
・

真
嶋
・
1
8
7
-
1
0
1
9番

松

戸

史

談

会

「
流

山

の

文

化

財

史

跡

探

訪

」

3
月
1
4
日

㈲

午
前
1
0
時

〔
雨

天

時
は
2
1
日

㈲
に

延

期

〕

常

磐

線

南
柏

駅

西

口
に

集

合

費

用

三
百

円
(

資

料
代
)

昼

食

は

持

参
の

こ

と

内

容
流

山

七

福

神

の

う
ち

、

野

々
下

・
駒

木

諏

訪

神
社
周
辺
を
探
訪
、
徒
歩
八
㌔

程

度
、

約

五

時

間
半
(

休

憩

を

含

む
)

恵
1
1

‐
1神
尾

｀
4
1
-
2
4
5
8

番

福
祉
講
演
会
'
9
3
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

活

動

の

新

し

い
風

」

3
月
1
2
日

金

午
後
1

時
(

開

場
)
~
3

時
3
0
分

会

場

市

民

劇

場

講
師

肋

大
阪

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

協
会

事

務

局
長

・
早

瀬

昇

氏
対
象
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し

て

い

る

人

、

関
心

の

あ

る

人

費
用

無

料

覬

社
会

福

祉

協

議
会

地

域

福

祉

係

一`
6
8
-
0
5
0
3

番

福

祉

ワ

ー

ク

講

習

会

3
月
1
3
日

出

午

後
1

時

～
5

時
会
場
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ

ン

柏

費
用

無

料

対

象
福

祉

施

設
へ

の

就

業

希
望

者

内

容

福

祉

職

場
に

つ

い
て

の

説

明

・

相

談

な

ど

蠢

県

社
会

福

祉

協

議
会

福

祉

人

材

情

報
セ

ン

タ

ー

四
0
4
3
-
2
4
8
-

1
2
9
4

番

母
と
子
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

3
月
2
6日
窗
午
前
1
0時
~
午

後
2
時

会
場
市
民
会
館
料
理

教
室

対
象
小
学
校
三
年
生
以

上
の
毋
と
子
(
男
の
子
歓
迎
)

定
員
先
着
二
十
組
四
十
人

持

ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布
・
ふ

き
ん
二
枚
・
筆
記
用
具

費
用

無
料
巫
電
話
で
健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室
へ

写

経
の

講
習
会

3
月
2
8日
収
午
前
1
0時
~
午

後
4
時

会
場
市
民
会
館
会
議

室

費
用
二
千
円
(

教
材
費
を

含
む
)

定
員
先
着
五
十
人

持
ち
物
書
道
用
具
一
式

圉
郵
便
為
替
で
、
〒
2
7
0
松
戸
市

小
金
原
八
-
一
七
-
五
松
戸
書

道
教
育
連
盟
・
佐
藤
紫
苑
(

四

4
3
-
3
2
1
4
番
)
へ

講
座
・
講
演

青
年
講
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
」

対
象
十
六
歳
~
二
十
五
歳
の

男
女

定
員
先
着
十
五
人

費

用
無
料

惠
電
話
で

社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
四
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

日 時 会 場 内 容

3/26Sz)

午前10時

~午後4 時

市民劇場

・オリエンテーション

・講演「ボランティフフとは」

淑徳大学教授 足立 叡氏

27圉

午前10時

~午後2 時

市 内
・車いすで、自ら市内各所を

まわる

29(月)

午前9 時30
分~午後

4 時30分

緑風園

婦人会館

・施設見学

・ボランティフフ体験

・職員の体験談など

・講座のまとめ

松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管

弦
楽
団

メ

ン
バ

ー
に

よ

る
室
内

楽

3
月
1
4日
㈲
午
後
3

時
開
演

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用
無
料

内
容
弦
楽
四
重
奏

、

木
管
五
重
奏
な
ど

黷
苞
上
・
。
4
8
-
8
3
9
0
番

詩

の
朗

読
・
童

謡
コ

ン

サ
ー

ト

・
切

り
絵
展

3
月
2
1日
面

午
後
1

時
~
3

時

会
揚
手
賀
沼
親
水
広
場

費
用
無
料

定
員
先
着
二
百
人

圜
手
賀
沼
親
水
広
場

容
〇
4
7

-
-
8
4
-
0
5
5
5
番

「
世

界
平

和
都

市
宜

言
事

業
」

春

の
親

子
平

和
映
画
鑑

賞

会

3
月
1
9日
窗
午
後
2

時
~
4

時
1
7分
了

時
3
0分
開
場
)

会

場
市
民
劇
場

費
用
無
料

内

容
平
和
ア
ニ
メ
「
樺
太
犬
ゴ
ン

太
・
母
を
さ
が
せ
」「
魔
女
の
宅

急
便
」

定
員
先
着
三
百
人
(
当

日
会
場
で
先
着
順
に
入
場
・
事

前
の
申
し
込
み

は
不
要
)

蠢
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

「
虹

を

か
け
よ

う
、

こ
の

街

に
」

東
葛

合
唱

団
は

る
か

ぜ

セ
カ

ン

ド
コ

ン

サ

ー
ト

3
月
1
4日
収
午
後
2
時
3
0分

開
演

会
場
市
民
会
館

費
用

大
人
千
三
百
円
、
中
高
生
八
百

円
、
小

学
生
五
百
円
(
当
日
は
、

各
二
百
円
増
し
)

内
容
合
唱

と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

蠢
石
林
四
6
3
-
1
5
5
5
番

春

休
み

こ

ど
も

映
画

大

会

3
月
3
0日
㈹
午
前
1
0時
~
正

午

と

午

後
2

時
~
4

時

会

逶

市

民

会
館

内

容

ト
ン

デ
ケ

マ

ン
「
ド
ラ

ゴ
ン
ク
エ
ス

ト

伝

説
」
、

ド
ラ

エ
モ

ン

、
ラ

ム

ネ
4
0
「
迷

っ
て

迷

っ
て

ホ
ラ

ミ

ッ

ド

」

対

象
小
・
中

学
生

と

保
護

者

、
各

回
先

着

千
二

百

人

費
用

無

料

圜

こ

ど

も

課

育

成
係

ふ

れ

あ

い

パ

ー

テ

ィ

ー
(

歌

と

ユ

ニ

ー

ク

ダ

ン

ス
)

3
月
2
7
日

出

午

後
1

時
~
3

時

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
無
料
内
容
ハ
ン
デ
ィ
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
で
も

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

蠢
松
戸
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
事
務
局
(
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
)
G
6
8
-
0
5
0
3
番

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

3
月
1
8日
閑
午
後
6
時
開
場

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

内
容
歌
唱
指
導
と
コ
ン
テ
ス
ト

覬
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
四
4
1
-
3
6
2
3番

文
化
講

演
会

「
絵

を
見

る
楽

し

み
」

3
月
2
1日
㈲
午
後
2

時
～
4

時

会
場
矢
切
公
民
館

講
師

川
村
記
念
美
術
館
・
浅
野
定
快

氏

定
員
先
着
百
七
十
人

費

用
無
料

圉
電
話
で
矢
切
公
民
館
(

｀
6
8

-
1
2
1
4

番
)
へ

と

も
し

び
読

書
会

3
月
1
8日
困
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
ス
タ
ン

ダ
ー
ル
著
「
赤
と
黒
」

費
用
七
百
円
(

初
め
て
の
人
は

無
料
)

惠
電
話
で

唐
沢

容
6
3
1
3
3
4

1
番
へ

児

童
文

学
講

演
会

3
月
6
日
出
午
前
1
1
1
1

時
～
正

午

会
場
市
民
劇
場

内

容
「
子

ど
も
の
本
の
だ
の
し

さ
」
児
童

文
学
者
・
鈴
木
喜
代
春
氏

費

用
無
料

覬
松
戸
親
子
読
書
会
・
子
ど
も

文
庫
連
絡
会
・
古
山
公
4
7
-
3

7
2
5

番

図

書
館

市
民

講
座

「
子

ど
も

の
本

を
読

む
会

」

3
月
2
4日

困
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

内
容
児

童
文
学
・
自
作
を
語
る
=

児
童

文
学
作
家
・
宮
川
ひ
ろ
氏

定

員
先
着
七
十
人

費
用
無
料

匣

毟
話
で
市
立
図
書
館
四
6
5
-

」
O≫―
'
T
―
i
l
に
I
丿
番
へ

倫
理

文
化
講

演

会

3
月
7

日
聡
午

後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

贊
用
五
百
円

内
容
「
豊
か
さ

へ
の
ア

プ
ワ
・
Iチ

ー
ー
心
の

ゆ

と
り
を
求
め
て
」

蠢
飭
倫
理
研
究
所
東
葛
支
所
・

長
島
・一一
6
3
-
6
9
1
0
番

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付

日

時
3

月
1
9

日

窗

午

前

9

時
~

午

後
3

時

、
2
0
日

出

午

前
9

時

工

‥一
時

抽

選

・

販

売

日

時
3

月
2
0
日

出

午

前
1
1
1
1
1
1

時

か

ら

台

数
・
価

格

四

十

台

、
一

台

七

千

円
~

一

万

一

千

円

会

場

生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
ヶ

作

二

七

七
-

四
)

、
五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ

ス

「

小

新

山

行

き

」

ま

た

は
「
柏

陵

高

校

行

き

」

で

、

新

栄

町

入

口

下

車
(

五

香

駅

午

前
9

時
2
1

分
・
3
0
分

、
1
0
時

4
分
発
が
あ
り
ま
す
)

抽
選
日
当
日
(
2
0日
)
は
、
五

香
駅
東
口
午
前
1
0時
2
0分
発

の
事
業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を

運
行
し
ま
す
(
迎
え
の
み
)
。

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

蠢

膕
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

四

8
4
-
(
j
l
(
U
1
番

母
子

家

庭
巡
回

相
談

会

母
子
相
談
員
・
母
子
福
祉
推

進
員
・
福
祉
事
務
所
職
員
が
、

母
子
家
庭
の
諸
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

3
月
1
7日
困
午
後
1

時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
六
実
支
所

践
福
祉
事
務
所
母
子
福
祉
係

千

葉
県
生

誕

百

二
十

周

年
記

念
合

唱
コ

ン

サ

ー
ト

の

合
唱

団

員
・

ソ
リ

ス
ト

を
募

集

演
奏
会
日

時
7
月
‥
1
1
日
旧
午

後
2
時
開
演

会
場
県
文
化
会

館

内
容
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
戴
冠

式
ミ
サ

募
集
人

数
ソ

リ
ス
ト

=
ソ
プ
ラ
ノ
、ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー

ル
、

バ
ス

各
一
人

合
唱
団
員

=
各
パ
ー
ト
ニ
十
五
人
(
ソ
リ

ス
ト
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
有

り
ま
す
)

惠
3

月
1
0日
圉

ま
で
に
、
所
定

の
応
募
用
紙
で
〒
2
6
0
千
葉
市
中

央
区
中
央
四
-

匸

〒

二
八
県

教
育
庁
文
化
課
千
葉
県
生
誕
百

二
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
係

(・
1
0
4
3
-
2
2
3
-
4
1
2
7

番
)

へ

郵
送

お
知
ら
せ

修
理
で
再
生
す
る
自
転
車

市
制
5
周
年
を
祝
っ
て
開
か
れ
た
写
真

展
。
昭
和
2
3年

市
制
3
0
周
年
の
式
典
。
昭
和
4
8
年

緊急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………S66-0010 番

平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時
◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~午後11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

市役所 ・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



この数なあに?

゛40.433″

松
戸

町
・
高
木
村
・
馬
橋
村

の
一
町
二

村
が
合
併
し

、
松
戸

市
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
1
8年

4
月
1
日
の
こ
と
。
市
制
の
施

行
を
県
に
働
き
か
け
る
際
、「
都

市
的
施
設
を
整
備
し
、
生
活

環

境
を
よ
く
す
る
」
こ

と
を
目
指

す
、
と
う
た
い
ま
し
た
。

太

平
洋

戦

争
の

最
中
の

た

め
、
松
戸
市
誕
生
を
祝
っ
て
の

派
手
な
催
し
物
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
時
の
市
民
は
、

輝
く
未
来
に
思
い

を
は
せ
、
松

戸
市
の
誕
生
を
心
か
ら
祝
福
し

て
い
た
よ
う
で

す
。

当
時
の
人
口
は
「
四
万
四
百

三
十
三
人
」
。
農
業
中
心
の
市
と

し
て

の
出
発
で
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
平
成
5

年
4

月
1

日
、
松
戸
市
は
市
制
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

人

口
は
四

十

六
万

人
を

超

え
、
当
時
の

十
一
倍
に
も
な
り

ま
し
た
。
今
や

、
県
下
三
番
目
、

全
国
で

も
二
十
六

番
目
の
人
口

規
模
を
誇
る
、
大
都
市
で
す
。

市
制
施
行
当
時
の
目

標
も
、
達

成
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

松
戸
市
の
五
十
回
目
の

バ
ー

ス
デ
イ

、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に

お
祝
い
し
た
い
で
す
ね
。

こ
の
コ
ラ
ム
は
今
回
で
終
了

し
ま
す
。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

黷広報課

琵
琶

は

日

本
で

一

千

年

も
の

歴

史
を

持

つ

と
い

う

。

平

家

物

語

な

ど
の

戦

記

も
の

の

弾

き
語

り

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

は

あ

る

が

、
現

代

で

は

あ
ま

り

な

じ
み

の

な
い

楽
器

と

い
え

よ

う

。

坂
田

美
子

さ

ん

が
琵

琶

と

出

合

っ

た
の

は

十

三

歳
の

時

。

三

味

線

を

趣
味

と

し
て

い

た

両

親

の

勧

め
で

、
近

所
に

住
む

薩

摩

琵

琶

奏

者
に

付

い
て

習
い

始

め

た

。

高

校
を

卒

業
し

た
こ

ろ

に

は

、

演

奏
家

と

し
て

立
つ

決

心

を

し
て

い

た
と

い

う
か

ら

、

琵

琶

と

の

出

合
い

は

運

命

的
だ

っ

た

と

い

え
よ

う

。

琵

琶

の

お

も
し

ろ
い

と

こ

ろ

は

「
弦

を

押
さ

え

る

左

手
の

力

加

減
で

音

を
つ

く

り

出

す
こ

と

が
で

き

る

と
こ

ろ

」

と

語

る

。

「
平

家

物

語
」

な

ど

の

古

典

も
の

だ

け
で

な
く

、
新

し
い
「
語

り
」

の

世

界

を

追
求

し
て

い

る

坂
田

さ

ん

は

、
現

代

の
こ

と

ぱ

で

「
語

り

」

を

創
作

し

、

伴

奏

を
付

け

た
「
か

ぐ
や

姫

」「
夕

鶴
」

な

ど
の

新

作

を

次
々

と

発

表
し

て

き

た

。

ま
た
、
伴
奏
楽
器
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
琵
琶
の
持
つ

楽
器

と
し
て
の
可
能
性
も
探
る
。
尺

八
・
琴
な
ど
の
和
楽
器
の
ほ
か

に
、
洋
楽
器
と
合
わ
せ
て
の

演

奏
活
動
に
も
意
欲
的
だ
。

国
内
は
も
と
よ

り
、
海
外
で

も
多
く
の
演
奏
経
験
を
持
つ

。

「
琵
琶
っ
て
い
う
と
暗
い
っ
て

言
わ
れ
ま
す
が
、
外
国
で
は
そ

ん
な
先
入
観
も
な
く
、
自
然
に

受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
」
。
松
戸
に
は
結
婚
を
機
に
移
り

住
ん
で

、も
う
五

年
に
な
る
。
尺

八
奏
者
の
夫
は
、
古
典
の
音
を

未
来
に
つ

な
げ
る
音
楽
家
と
し

て
の
同
志
で

も
あ
る
。
二
人
そ

ろ
っ
て
の
演
奏
会
も
し
ば
し
ば
。

昨
年
男
の
子

が
誕
生
し
た
。

「
私
か
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
そ

ば
で
寝
て
い

ま
す
。
う
る
さ
い

で
し

ょ
う
に
ね
」
と
笑
う
。

「
こ

れ
で
い
い
と
い
う
こ

と

は
な
い
の
で

、
琵
琶
の
こ

と
、

新
作
の
こ

と
が
い
つ
も
頭
の
中

に

あ
り
ま
す
」
と
、
琵
琶
奏
者

と
し
て
今
を
生
き
る
熱
い
思
い

を
語
る
坂
田
さ
ん
。
そ
の
声
は

不

思
議
な
ほ
ど
静
か
で
優
し
か

っ
た
。

(
古
ヶ
崎
在
住
)

薩摩琵琶奏者

坂田 美子さえ

今を弾き語る

児童と高齢者とのふれあい会

歌って遊んで楽しかったね
アイデアと愛情あふれる作品に拍手

手
づ
く
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
東
葛
飾

モデルは制作者本人や家族・知人など

小さなモデルも登場して、会場はなご1

やかな雰囲気に包まれていました

最後にプレゼントを交換して

別れを惜しみました

週休2 日制が定着しつつあり 、

余暇の有意義な過ごしたが大きな

関心事になっている今、生涯学習

の素晴らしさを見つけようと、2

月13日市民会館で「生涯学習フェ

スティバルin 東葛飾」が開かれ

ました。

身近かな衣服をテーマにしたこ

のフェスティバルで、注目を集め

たのは手づくりフア ンヽションコン

テスト 。小学校6 年生からア3歳ま

での参加者は、ふだん着・U フォ

ーム・ペアルックの3 部門に分か

れ、それぞれフフイデフフあふれる楽

しい作品を披露。会場からは大き

な拍手が起こっていました。

と
て
も
楽
し
い
フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
し
た
。

私
も
以
前
、
服
飾
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

日
は
素
晴
ら
し
い
作
品
を
た
く

さ
ん
見
せ
て
い
た
だ
き
、
制
作

意
欲
が
か
き
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

根
本守
屋

美
佐
江

さ
ん

美

香
ち
ゃ
ん

2 月19日、馬橋東市民センター

で、馬橋地区のひとり暮らしのお年

寄りと、八ヶ崎小学校2 年生が参

加しての交流会が開かれました。

子供たちの劇や合奏、みんな一

緒になってのお手玉やおはじき遊

びなどで、楽しいひとときを過ご

しました。

会を主催した馬橋福祉ネットワ

ーク推進委員会の飯箸会長は「参

加した皆さんに喜んでいただけた

ようです。この会は今回で2 回目

ですが、今後も続けていきたいで

すね」と、話していました。

八ヶ崎小学校2年

関 真由美さん

劇
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、

み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
し
て

と
て

も
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
い
つ
か
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

と
一
緒
に
遊
べ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
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